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１ ． 日  時  令 和 2 年 1 月 28 日 （ 火 曜 日 ）  

開 会  午 後 5 時 55 分 ～  閉 会  午 後 6 時 38 分  

 

２ ． 場  所  小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 松 ぼ っ く り  

 

３ ． 出 席 者  畑 中 敬 一  三 上 長 治  永 野 や す え  中 村 成 子  

（ 委 員 総 数 5 名 中 4 名 出 席 ）  

 

松 ぼ っ く り  

 早 坂 所 長  大 松 澤 主 任  

 

社 会 福 祉 協 議 会  

山 本 次 長  曽 根 課 長  

 

 欠 席 者  欠 員 1 名  

 

 

1.開  会  

 

2 .あ い さ つ   

 

3.協  議  （ 要 旨 ）  

 

① 利 用 者 動 向  （ 早 坂 所 長 ・ 大 松 澤 主 任 ）  

 

・  現 在 18 名 登 録 。 女 性 14 名 、 男 性 4 名 。  

・  要 支 援 1 1 名   要 支 援 2 0 名   要 介 護 1 8 名  

要 介 護 2 3 名   要 介 護 3 2 名   要 介 護 4 2 名  

要 介 護 5 2 名   平 均 介 護 度 2 .23  

 

・  問 い 合 わ せ ・ 相 談 ・ 見 学 は 3 件 、 SONPO ケ ア 仙 塩 、 南 東 部 包 括 C、

ア ー ク ケ ア 清 楽 苑 よ り 。  

・  1 /6～ 、 要 介 護 1 の 女 性 の サ ー ビ ス 開 始 。 週 3 回 の 通 所 と 訪 問 支 援 。

高 齢 者 世 帯 で 厳 し い と こ ろ も あ る 。 家 事 が 満 足 に 出 来 て い な い よ う

で 、 も う 少 し サ ー ビ ス を 増 や さ な け れ ば な ら な い か も し れ な い 。  

・  1 /20 よ り 支 援 開 始 予 定 だ っ た 要 支 援 2 の 男 性 、 1 /23～ 仙 台 オ ー プ ン



病 院 へ 入 院 と な る 。 奥 様 が 元 々 「 と な り の 家 」 利 用 者 で 、 認 知 症 が

酷 く な り 入 所 し 、 独 居 と な っ た 。 退 院 後 、 利 用 予 定 。  

・  1 /28、 要 介 護 4 の 女 性 、 和 風 苑 へ 入 所 と な り 、 利 用 中 止 。 松 ぼ っ く

り で は 落 ち 着 い て い た が 、 自 宅 で は 徘 徊 や 暴 言 が 酷 く 、 会 話 も 困 難

と な っ て い た こ と か ら 入 所 を 希 望 さ れ て い た 。 こ ち ら も 元 々 「 と な

り の 家 」 利 用 者 。  

・  10 月 以 降 、 入 院 ・ 入 所 ・ 死 去 が 多 く 、 一 気 に 5 名 が 利 用 中 止 と な っ

た 。 関 係 機 関 へ PR を し て い き た い 。  

・  小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 が ど の よ う な 介 護 サ ー ビ ス な の か を 理 解 し

て い な い ケ ア マ ネ ジ ャ ー が 少 な く な い 。 ど の よ う な 利 用 者 が 松 ぼ っ

く り に 合 う の か と い う 面 で 理 解 が 足 り な い よ う だ 。  

・  年 末 に 利 用 者 2 名 と 職 員 1 名 が イ ン フ ル エ ン ザ 罹 患 。 年 明 け に は 回

復 。  

 

 

② 行 事 ・ 今 後 の 予 定  （ 大 松 澤 主 任 ）  

 

・  利 用 者 誕 生 会 、 2 月 2 名 。  

・  2 /3、 節 分 の 豆 ま き を 予 定 。  

・  2 /5、 ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 会 を 企 画 。 昼 食 ボ ラ ン テ ィ ア 8 名 が 一 堂 に 顔

を 合 わ せ る 。 新 た に ボ ラ ン テ ィ ア と な っ た 3 名 は 、 元 社 協 職 員 、 松

陽 台 の 方 、 民 生 委 員 。  

・  12 /1～ 、新 人 職 員 が 配 属 さ れ 研 修 中 。 2 月 か ら 訪 問 、 3 月 か ら 宿 泊 を

研 修 予 定 。 毎 週 火 曜 日 に 専 門 学 校 へ 通 学 し 、 資 格 取 得 中 。 デ イ サ ー

ビ ス で の 経 験 も あ る の で 飲 み 込 み は 早 い 。 ま だ 若 い の で 、 社 会 人 と

し て の わ き ま え 方 も 指 導 し て い き た い 。 人 材 紹 介 会 社 利 用 。  

・  12 /19、 さ か え 保 育 園 園 児 と の ク リ ス マ ス 交 流 会 を 実 施 。  

（ 写 真 を 披 露 し た ）  

 

 

③ そ の 他  

・  バ ス 停 を 利 用 す る 方 が 、 味 勘 前 の 横 断 歩 道 を 利 用 せ ず に 道 路 を 渡 る

傾 向 が あ り 危 険 に 思 う 。  

・  書 道 教 室 に 通 う 小 学 生 が 自 転 車 で 転 び 、 看 護 師 が 手 当 を し た 。  

・  松 ぼ っ く り 前 が サ ッ カ ー ス ク ー ル に 通 う 生 徒 の 送 迎 バ ス 乗 り 場 に も

な っ て い る よ う で 注 意 が 必 要 。  

 

 

 

（ 早 坂 所 長 ）  

今 年 度 も サ ー ビ ス 外 部 評 価 の 協 力 を い た だ き た い 。「 地 域 か か わ り シ ー



ト ① 」 の 各 項 目 を 読 み 上 げ る の で 、「 は い 」「 い い え 」「 わ か ら な い 」 か

ら 一 つ に チ ェ ッ ク を 入 れ て 欲 し い 。  

 

（ 各 項 目 を 読 み 上 げ 、 委 員 が 該 当 す る 部 分 に チ ェ ッ ク を 入 れ た ）  

 

（ 早 坂 所 長 ）  

職 員 の 自 己 評 価 と 今 日 の 結 果 を 取 り ま と め 、次 回 運 営 推 進 会 議 時 に 意 見

を い た だ き た く 思 っ て い る 。  

 

 

 

（ 早 坂 所 長 ）  

町 内 会 で ハ ク ビ シ ン 等 に 家 庭 菜 園 を 荒 ら さ れ た 事 例 は な い か ？  

 

（ 畑 中 委 員 ）  

そ う い う 被 害 は あ る 。  

 

（ 早 坂 所 長 ）  

松 ぼ っ く り で も 寒 い 時 期 に な る と 生 ゴ ミ を 荒 ら さ れ た り す る 。玄 関 先 の

ブ ド ウ も 食 べ ら れ た 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

近 所 で も 住 宅 の 屋 根 裏 に 住 み 着 い た 。  

 

（ 大 松 澤 主 任 ）  

糞 を し て い く の で 不 衛 生 だ 。 夜 勤 中 に 生 ゴ ミ を 漁 っ て い る の を 見 た 。  

 

（ 永 野 委 員 ）  

食 べ 物 も 選 ん で 食 べ る 。 ト ウ モ ロ コ シ が 好 物 。  

 

（ 畑 中 委 員 ）  

干 し 柿 を 吊 る し て い る と ち ょ う ど 食 べ 頃 に 狙 わ れ る 。 一 夜 で や ら れ る 。

最 近 は 鉢 植 え の 土 を 掘 ら れ る 被 害 が 多 発 し て い る 。姿 を 見 せ な い の で 気

持 ち 悪 い 。  

 

 

 

（ 畑 中 委 員 ）  

 バ ス 停 の 件 、町 内 会 役 員 と 確 認 を し た 。移 動 す る の で あ れ ば 、坂 を 上 っ

た 辺 り に し か 適 当 な 場 所 が な い 。事 故 防 止 に は 移 動 が 望 ま し い が 、坂 を

上 る の も 問 題 が あ る と の 印 象 だ っ た 。何 か の 要 望 が あ れ ば 、町 内 会 と し



て 対 応 で き る か ど う か 検 討 を し て い く 。  

 

 

 

（ 永 野 委 員 ）  

 101 歳 の 義 母 、乳 が ん の 手 術 を し た が 元 気 に 回 復 し た 。そ の 後 、施 設 へ

入 所 す る こ と と な っ た が 、本 人 を ど の よ う に 説 得 し 納 得 さ せ る か 、結 構

悩 ん だ 。ま た 、介 護 3 以 上 で あ れ ば 施 設 を 申 し 込 み で き る が 、そ こ ま で

至 ら な い 人 は ど う す れ ば い い の か 分 か ら な か っ た 。坂 病 院 か ら 紹 介 さ れ

た 施 設 を 全 て 当 た っ て み た が 、そ の 特 色 は さ ま ざ ま で あ り 、選 ぶ 基 準 に

つ い て は 、職 員 の 印 象 が 良 い と こ ろ を 一 番 と し た 。結 局 、介 護 度 2 で も

入 れ る 恵 愛 ホ ー ム に 決 ま っ た 。 納 得 さ せ る 説 得 に つ い て は 、「 大 き な 手

術 を し た の で リ ハ ビ リ の で き る と こ ろ へ 移 る 」と 説 明 し 入 所 し た が 、違

和 感 が あ っ た よ う で 反 抗 的 な 態 度 を 取 る よ う に な っ た 。面 会 に 行 く と 一

緒 に 帰 る と 言 っ て 困 ら せ る 。後 日 、施 設 か ら「 帰 り た い と 言 っ て い る の

で 、ち ゃ ん と 説 得 し て く だ さ い 」と 電 話 が き た 。そ し て 義 母 に「 高 齢 な

の で こ こ で 暮 ら し て く だ さ い 」 と ス ト レ ー ト に 気 持 ち を 打 ち 明 け た が 、

「 長 男 夫 妻 が 自 分 を 看 る べ き 」と 反 抗 し て き た 。私 自 身 が 置 か れ て い る

状 況 や 同 じ く 高 齢 の 近 親 の 状 況 な ど を 話 し 説 得 し た 。次 の 面 会 時 、手 紙

を も ら っ た 。そ れ に は「 今 ま で あ り が と う 。今 ま で 気 ま ま ば か り 言 っ て

す い ま せ ん 。私 は こ こ で 生 き て い く こ と に 決 め ま し た 」と 書 い て あ っ た 。

胸 が 一 杯 に な っ た 。  

 

 

 

次 回  3 月 27 日 （ 金 ） 18:00～  


